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オリジナル

高木貞治: 解析概論 改訂第三版 軽装版, 1983, 岩波書店, 第 23 刷 (2000) からのスキャニング
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Wikisourceシステムへの入力例
逆函数に移れば（[[解析概論/第 2 章/逆函数の微分法#th:18|定理&nbsp;18]]）
{| style="margin: 1ex auto 1ex auto; text-align: center; width:96%;"
| rowspan="2" |<math>
\begin{align}
\frac{d \log_{a}x}{dx} &= \frac{1}{x \log_{e}a}, & &(a > 0, x > 0)\\
\frac{d \log_{e}x}{dx} &= \frac{1}{x}. & &(x > 0)
\end{align}
</math>
| <span id="eq:17.3" style="line-height: 300%;">(3)</span>
|-
| <span id="eq:17.4" style="line-height: 300%;">(4)</span>
|}

{{解析概論/note}} [[#eq:17.1|(1)]] と [[#eq:17.2|(2)]] と，または [[#eq:17.3|(3)]] と [[#eq:17.4|(4)]] とを比較すれば，対
数の底として <math>e</math> を採用することの便利なる所以が了解される．解析学では，<math>\log</math> は <math>e</math> を底
とするものと了解する．<math>e</math> を底とする対数を<strong>自然対数<strong>（{{lang|en|natural logarithm}}）といい，そ
れを特記するために，<math>\mathop{\mathrm{log\,nat}}</math> または略して <math>\ln</math> などの記号を用いるが，通常は単
に <math>\log</math> と書く．すなわち，{{解析概論/equation
|<math>\log x = \log_{e}x = \mathop{\mathrm{log\,nat\,}} x = \ln x.</math>}}

{{解析概論/note-end}}

要約すれば {{解析概論/equation
|<math>
\begin{align}
& D e^{x} = e^{x}. && D a^{x} = a^{x} \log a, \quad (a > 0).\\
& D \log x = \frac{1}{x}. \quad (x > 0) && D \log_{a}x = \frac{1}{x \log a}, \quad (a > 0,~x > 0).
\end{align}
</math>}}

{{解析概論/note}}{{解析概論/remark|label=17.1}} <math>\log x</math> は <math>x >0</math> に対してのみ定義されているか
ら，上記のように <math>x >0</math> のとき <math>D \log x = \frac{1}{x}</math>．然るに <math>x < 0</math> に対しては，
<math>D\log(-x) = \frac{-1}{-x} = \frac{1}{x}</math> であるから，<math>x</math> が負の場合も込めて，
<math>D\log x = \frac{1}{x}~(x \neq 0)</math>．{{解析概論/remark-end}}

{{解析概論/claim|item=’’’ 対数微分法’’’|label=claim:17.1}}　<math>u,v,w</math> 等は微分可能な <math>x</math> の函数とする．
然らば，<math>u,v,w</math> が <math>0</math> でない点 <math>x</math> において，<math>\log |uvw|</math> も微分可能で（上記
[[#remark:17.1|［注意］]] 参照）{{解析概論/equation|<math>

D\log|uvw|=D(\log|u|+\log|v|+\log|w|=\frac{u’}u+\frac{v’}v+\frac{w’}w.</math>
}}

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のソース一部
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E6%8C%87%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%AF%BE%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0


Wikisourceシステムによる出力例

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のキャプチャ一部

4

http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E6%8C%87%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%AF%BE%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0


解析概論プロジェクトの目的
.
ちょっとだけ，解析概論プロジェクトの歴史
..

.

著作権の切れた高木貞治の数学書を LaTeX化・公開するプロ
ジェクトもやりたいが，マネジメントの得意な学生いないだ
ろうか（@h_okumuraさん, 2011年 1月 4日 11時 13分 15秒）
という Twitter上でのつぶやきを発端に，@jin_inさんが
Wikibooks上に解析概論の目次を作ったところから始まった
プロジェクト．

.
目指す方向性
..

.

再利用可能性を意識したテキスト化
もともと，LATEX化というところに照準
オリジナルの文書を保存する目的のWikisource,
新しい本や加工していく目的のWikibooks

構造化のためにMediawiki記法を便利に活用

5



数学書の執筆に必要な機能とは

技術的な側面，解析概論プロジェクト（Wikisource）での
解決法を説明する

地の文，定理，証明，例の繰返しといった文章構造

± 構造はMediawiki記法で，番号付けは手動
+ タグ付けによる構造の明示により機能拡張が容易に

章立て・節立て

+ ページ分割して作成 Ü 目次の作成・通しで閲覧

いろいろな数式の技巧と数式番号

− 位置揃えと数式番号の付与
− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
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地の文，定理，証明，例の繰返し
　　節タイトル
（白）□地の文

＋（青）■一部小書き

（赤）■定理
（紫）■証明
　　□地の文

（緑）■例

　　■例

　＋■一部小書き

（橙）■注意

＋■小書き

　　■例

　＋■小書き

　　■例

　＋■小書き

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/逆函数の微分法のキャプチャ
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E9%80%86%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%AE%E5%BE%AE%E5%88%86%E6%B3%95


構造はMediawiki記法で，番号付けは手動
.
入力
..

.

{{解析概論/theorem|18}}ほげほげ
{{解析概論/theorem-end}}

.
表示
..
.定理 18．ほげほげ

.
仕組み……Mediawikiのテンプレート
..

.

{{解析概論/theorem|18}} は以下に展開される:
<div style="..." id="th:18">

<div><strong>定理&nbsp;18．</strong></div>

{{解析概論/theorem-end}} は以下に展開される:
</div>

.
引用するときは
..
.[[解析概論/第 2章/逆函数の微分法#th:18|定理&nbsp;18]]
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地の文，定理，証明，例の繰返し
　　節タイトル
（白）□地の文

＋（青）■一部小書き

（赤）■定理
（紫）■証明
　　□地の文

（緑）■例

　　■例

　＋■一部小書き

（橙）■注意

＋■小書き

　　■例

　＋■小書き

　　■例

　＋■小書き

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/逆函数の微分法のキャプチャ
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E9%80%86%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%AE%E5%BE%AE%E5%88%86%E6%B3%95


『解析概論』の特徴か，小書きによる説明
　　節タイトル
（白）□地の文＋（青）■一部小書き
（赤）■定理
（紫）■証明
　　□地の文

（緑）■例

　　■例　＋■一部小書き

（橙）■注意＋■小書き
　　■例　＋■小書き
　　■例　＋■小書き

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/逆函数の微分法のキャプチャ
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E9%80%86%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%AE%E5%BE%AE%E5%88%86%E6%B3%95


付加的な説明を本文から区別する
物理的な本だと文字サイズとフォント切替えくらい
たとえば以下の例は JavaScriptで実装可能

Ü
　
折
り
た
た
み
を
広
げ
る
と

葛西隆也: 折りたたみ機構の試験導入について, www.swa.gr.jp/misc/fold.html; からの引用

小書きを全部閉じたときの『解析概論』も面白いのでは？
+ タグ付けによる構造の明示により機能拡張が容易に
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数学書の執筆に必要な機能とは

技術的な側面，解析概論プロジェクト（Wikisource）での
解決法を説明する

地の文，定理，証明，例の繰返しといった文章構造
± 構造はMediawiki記法で，番号付けは手動
+ タグ付けによる構造の明示により機能拡張が容易に

章立て・節立て

+ ページ分割して作成 Ü 目次の作成・通しで閲覧

いろいろな数式の技巧と数式番号

− 位置揃えと数式番号の付与
− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
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ページ分割して作成 Ü 目次の作成・通しで閲覧

『解析概論 改訂第三版 軽装版』の構成は約 11章 136節

節ごとにページを区切ってスタート（妥当な選択だった）
ページ名: 解析概論/第 2章/指数函数および対数函数

節番号は自分で振って，見出しをつける
==== 17．指数函数および対数函数 ====

作品（ページ名: 解析概論）の目次を作るには，リンクを
並べる [[/第 2章/指数函数および対数函数

|17．指数函数および対数函数]]

章ごとの閲覧ページ（== 第 2 章 微分法 == で開始）:
{{:解析概論/第 2章/指数函数および対数函数}}
のように列挙．{{}} でくくると中身が展開される

定理だけページを切り出す・本文中は {{}} 展開という
選択肢も（vs 本文中に定理用テンプレートでくくる）
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数学書の執筆に必要な機能とは

技術的な側面，解析概論プロジェクト（Wikisource）での
解決法を説明する

地の文，定理，証明，例の繰返しといった文章構造
± 構造はMediawiki記法で，番号付けは手動
+ タグ付けによる構造の明示により機能拡張が容易に

章立て・節立て
+ ページ分割して作成 Ü 目次の作成・通しで閲覧

いろいろな数式の技巧と数式番号

− 位置揃えと数式番号の付与
− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
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いろいろな数式の技巧と数式番号

数式は <math></math> でくくる
amsmath を仮定してよい
日本語は不可

別行立ての数式は……

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のキャプチャ一部

− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
equationテンプレートの用意

超絶 HTMLテクニック的

14
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いろいろな数式の技巧と数式番号

数式は <math></math> でくくる
amsmath を仮定してよい
日本語は不可

別行立ての数式は……

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のキャプチャ一部

− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
equationテンプレートの用意

超絶 HTMLテクニック的
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E6%8C%87%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%AF%BE%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0


いろいろな数式の技巧と数式番号（続き）

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のキャプチャ一部

equationテンプレートの用意 （赤枠）　　　　　

対応できない部分は，個別に表組み （青枠）　　　　　

− 位置揃えと数式番号の付与
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E6%8C%87%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%AF%BE%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0


いろいろな数式の技巧と数式番号（続き）

ja.wikisource.org/wiki/解析概論/第 2 章/指数関数および対数関数のキャプチャ一部

equationテンプレートの用意 （赤枠）　　　　　

対応できない部分は，個別に表組み （青枠）　　　　　

− 位置揃えと数式番号の付与
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http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%A7%A3%E6%9E%90%E6%A6%82%E8%AB%96/%E7%AC%AC2%E7%AB%A0/%E6%8C%87%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%AF%BE%E6%95%B0%E5%87%BD%E6%95%B0


数学書の執筆に必要な機能とは

技術的な側面，解析概論プロジェクト（Wikisource）での
解決法を説明する

地の文，定理，証明，例の繰返しといった文章構造
± 構造はMediawiki記法で，番号付けは手動
+ タグ付けによる構造の明示により機能拡張が容易に

章立て・節立て
+ ページ分割して作成 Ü 目次の作成・通しで閲覧

いろいろな数式の技巧と数式番号
− 位置揃えと数式番号の付与
− TEX記法で数式番号を書いても，相互参照できない
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議論：なぜMediawikiなのか？
Webインターフェースという敷居の低さ

環境構築が必要ない
正式な投稿の前に「プレビュー」で出来栄えを確認可

複数人で作業できる
衝突が起きたら手で修正する（支援機能あり）
多くのバージョン管理システムも同様

数式の参照やカウンター機能に弱さ
Gitのリビジョン IDのようにハッシュ値で代用できる？

開発環境や LATEXに明るい人たちの集まりなら，
LATEXソースで開発したほうがストレスが少ないかも
［必要条件 1］バージョン管理システムなどの補助機能
［必要条件 2］ローカルな（ほぼ共通の）LATEX環境

.
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.
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Ninomyさん，Weakmakerさんに感謝．

17


